
第７回 市民検討委員会委員意見及びアドバイス 

【情報共有】 

○説明責任 

 

委員意見 

・行政、議会、市民等の情報公開を有効にする為にはそれぞれの権利、責務をもう一度確認する必要性があ

る。 

・説明をする責任とその結果をどうするかの責任をもっと考えるべき。 

・補助金を受けている団体はその事業報告、会計報告をするのは当然。 

 

 

 

 アドバイザー 

 

◎自治基本条例の範疇 

説明責任とは → 基本的に自分達が何をどこまでやったのか、できたのかという事を明らかにしていく。 

誰が → 行政、議会、公共的な活動に関わる市民  

 

     ↓  

 

◎別の制度で保障 

・説明が気に入らない ・社会的に認められない時 

     ↓ 

別の責任が発生 

（問責…社会はうまく説明できなかった人に説明を取らせないといけない） 

行政と市民の間…政治的な活動、監査の仕組みを活用 

行政内部…分限処分 

補助金で活動市民…補助金返還 

 

 

○個人情報保護 

 委員意見 

・個人情報の保護を強く言われるが、安全上(健康上)等の問題は必ずする必要があるのでは。 

・常識的に判断を元にケースごとに対応する事になるのでは 

・IT 関係に関わる情報保護は 

・災害時の緊急事態と国民総背番号制。納税とのからみ 

・個人情報については必ず本人の許可を取る事の義務化。 

 

 ⇒ アドバイザー 

     個人情報の適正管理、保護 ⇔ 緊急事態等の状況で全て情報提供ができないことはない。 

 

 



○情報共有 

 

・執行機関から市民へ 

  

  委員意見 

・広報紙による市財政情報が毎年出るが、毎回紙面の書き方が大きく変わり、前年度と対比しにくく、表

やグラフは見やすくて良いし毎年改善して出していると思われるが、基本の表し方は大きく変えないで

欲しい。市側の言いたい事は大きく分かりやすく書いているが、不都合な面は書いていない。 

・広報には市の情報が沢山発信されている。しかし、情報量が増えると文字数が増え読み切れないし、重

要なポイントが押さえにくくなる。HP に記載しているので見てくださいと言われることや書いている

が、HP を見れる人が世帯数で何割の人がいるのか調べた事があるかどうか。 

・市民へ市側との直接対話としてコスモストークが年 1 回開かれているが有意義な場と思う。より多くの

人が参加してくれると良いと思うし、年の開催回数を多くし、市全体の話でなく、部・課ごとの少しポ

イントを絞ってやるのもいいのではないか。 

・行政が知りたい情報について市民への回答しやすい形でのアプローチ。 

 

キーワード 

 ◎わかりやすく ◎適切な量 ◎適切な方法 ◎適切な時期 ◎適切な話題 ◎ニーズの把握 

 

 

・議会と市民等 

 

委員意見 

・市議員と行政を含め市民を囲んだ形で討論会を持つべき。 

・市会議員は自分の支援区域外の市民を対象に情報公開を行うべき。 

・執行機関、議会は情報を機関誌等で公開していくべきだと思う。 

・行政、議会、市民等で現在行われている情報公開の具体事項を例示して整理してみては。 

・議会からの報告は広報に同時折込してあるが、議会録のみで内容に乏しい。 

・議会の活動ももっと報告を多くするべき。 

・本会議の報告が全てのごとく受け取られている。 

 

キーワード 

   ◎わかりやすく ◎適切な量 ◎適切な方法 

 

  



・市民等から行政へ 

 

  委員意見 

・市民は行政からの情報を一方的に受けるだけではなく、市民からの情報が届きやすいシステム作り。 

・市民活動団体の活動報告は年間計画と活動結果の簡単な報告とすれば良いと考える。細かな報告はかえ

って活動を止めると思う。 

・他組織との情報共有。行政―市民―議会間の情報共有を効率的に。 

・市民団体等の情報について、各団体の運営に任せては。 

・情報公開の方法の見直しの必要性。特に議会から市民に対する情報公開は極めて不十分。 

・地元からの要望を市へ申し出るように努める。 

・市民活動を行う者も情報を公開すべきである。 

・傍聴者にも意見やアンケートが必要ではないか。 

・市役所改修、文化ホール建設。一度意見投票してはどうか。 

・市民活動団体 市民活動 町内会 庁内自治会 の言葉を別々に書く。 

 

キーワード 

  ◎情報の双方向化 ◎市民団体情報提供のあり方 ◎市民ニーズの提供方法 ◎意見提出の多様性 

 

 

 

 

アドバイザー 

情報共有とは → 行政、議会の情報提供 + 市民同士の共有 + 市民の情報も行政へ 

 

○その他 

・市民投票は少なくても発生すればすぐにでも受け付ける事。 

・問題の最大の課題はいかに行政と議会と市民が一体になるかが大きなポイントになってくる。 

・議会で議決を否定されることがあるのか。双方とも議案を出しあっているのか。 

・執行機関、議会、市民等それぞれの組織間の情報共有(いわゆる風通し)をどうするか 

・市民間等の情報共有。(例)自治会、子供会等で困っている事は何か 


